
 にじいろのさかなの絵本を読んで、お部屋のあそびやホールで体を動かして楽

しんで来たさかなグループの子どもたち。浅原公園での練習が始まると、”うん

どうあそびの日“が近づいて来たと言うことを感じ始めました。自分たちのあそ

びを他のグループのお友だちや先生に見てもらうことにドキドキして、恥ずかし

さから声が小さくなってしまう姿がばらさん・ゆりさんに目立ちましたが、練習

を重ね、「おうちの人にかっこいいところを見てもらおう！」と言う気持ちをもっ

て楽しめるようになって来ました。あそびの中で、ゆりさんにはたくさんのお願

いをしました。自分のことはもちろん、さくらさんのお手伝いやあそびの用意、

どの場面でもお手本になるように行動すること。ばらさんにも、去年は自分たち

がしてもらったように、さくらさんが不安にならないように一緒にいて欲しいと

お願いをしています。初めてお家の方と離れて過ごすさくらさんは、当日どんな

姿を見せてくれるかわかりませんが、お相手さんや保育者の傍で過ごし、“だいじ

ょうぶ“と感じて楽しみたいと思います。 

当日は、始めから終わりまでグループみんなで楽しんで過ごしたいと思います。

保護者の方にも、子どもたちのがんばる姿を見守っていただき、成長を感じてい

ただきたいと思いますので、楽しみにしていて下さい！ 

今月は、ばらぐみのグループ変えをします。グループが変わるばらさん

がいますので、さくら・ゆりのお友だちもお相手さんが変わるところがあ

ります。今まで一緒に過ごしてきたお相手さんが変わることで、少し寂し

い思いをするお友だちもいるかと思いますが、子どもたちの気持ちの変化

を見ながら新しい環境、それぞれのグループのあそびを楽しめるように関

わっていきたいと思っています。 
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 園やおうちで頑張ってきたなわとびであそんでいます。また、去年のゆりさんがあそんでいた魔法の

杖も使いたい、魔女さんの魔法の言葉もあったらいいな、など子どもたちからこんなんしたいな、見て

もらいたい、と意見が出ました。一緒に考えていきながら、ホールで練習していきました。自分のする

ことが終わるとお友だちと話したり、話を聞いてなかったりという姿がありました。実際に浅原公園で

練習していくと砂遊びをしたり、話を聞くことができなくて‶みんなと合わせる″ことが出来なかった

り、とありました。うんどうあそびの日が最後になることや、どんな姿を見てもらいたい？とお話をす

ると「かっこいい姿をみてもらいたい」「ドキドキするけど、みんなといっしょにがんばりたい」と出て

きました。ひとりでは出来ないことも、みんながいれば出来る、頑張れる、その気持ちを持って、当日

は、自分の力とお友だちの力を信じて頑張っていこうと思います。また、魔女さんが頑張っている姿を

見て、魔法の言葉をくれました。お泊まりの時にはブレスレットにしてみんなにもっと力が出ますよう

に、と魔法の粉をプレゼントしてくれました。力をくれた魔女さん、当日、見に来てくれるかな？ 

《 ばら（グループ替え 》 

《 がんばるからみていてね！（うんどうあそびの日） 》 


